





























20    田畑博敏 :算術命題の本性に関する諸家の見解のフレーゲによる批判的考察
1.背景 と動機
[算術の基礎』第1部の叙述を始める前に, フレーゲは『基礎』 §1-§4で, F基礎』全体を
構成するに至った背景と動機について述べている。われわれも,第1部の十全な理解のために必要
と考えられる限りで,この部分 (§1-§4)を1検討することから始めたい。
















































































(ohneヽVahrheiten zu benutzen, welche nicht allgemein logischer Natur sind, sondera sich auf
besonderes Wるs nsgebiet bettehen),証明できないとき,その真理は総合的 (synthedsch)であ
る。

















































証明:2+2=2+1+1    (定義(1)による)
=3+1      (定義(2)による)
=4        (定義(3)による)



































































「こうして,われわれは “3は2と1である"を3の定義と呼んでよい。 しかし, その命
題に基づく計算は定義そのものから導かれるのではなく,むしろそこで前提されている算
術的定理,すなわち,対象の集まりが存在しており,それらは感覚に 。OOという印象を
刻む一方で,例えば ∞ 0というように二つの部分に分離されもする, という定理から導
かれる。」t分
3の定義がそれに基づくという事実が OOOという感覚印象を与えるものだとすると,それらが釘
づけにされて固定されていなくて幸いである,なぜなら, もし固定されて OO Oの印象を与えるよ




定義の く正当性〉に関しても,事実の観察が不要であることを論じる (『基礎』 §8)。フレーゲに
































































「そのこと [斉一性を持つこと]は,時間や直線については言えるが, しかし, 図形につ
いては決して言い得ないし,まして,単に大きさにおいて異なるのみならず類似性も無い
数の場合は,なおさら言えない。偶数は,二つの同一部分に分割され得るが,奇数はそれ
ができない。3と6は三角数であり, 4と9は平方数であり, 8は立方数である,等々 。
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(1)『算術 の基礎』 のテキス トとしては,Gotdob Frege,D力G7tB′t,ι昭卵 」″ 力 ZtケlJrtt加″,EカヮJtttsr力tttαサカゼ切αサlsrル
L/JDttrs,♂力″″ξ,b97'珍″BOFγケア
'Oγ
 Za力け, Mit ergan2enden Texten kritisch herausgegeben von Ch?stian Thiel, Felix
Melner(1986),および オース テ インに よる独 英対 訳 本 で あ る, G.Frege,T力θ局
"″
どα歩lο″sげA務力,η¢ケぢθ,
Translated by J. L. Austin, 2nd rev.ed Northwestern U. P.(1953)を用いる。
(2)以下の記述は,Joan wdner,同西Gβぢ″脆7Sp?加υ?,cOrndl U.P。(1990)のPart.Iの1,特に 24-26買に負
う。
(3) ・Lorsque les valeurs successivement attribuёes a une mome variable s'approchent indёfiniment d'une valeur fixe,de














的論理学,の第一部 :先験的分析論,第二篇 :原則の分析論,第二章 :純粋悟性のすべての原則の体系, 第三
節 :純粋悟性のすべての総合的原則の体系的表示, 1.直観の公理,の部分である (Immanuel Knnt,I万励 力γ
Rο加¢″脆狗η閉几 B204-205,hrsg.I.Hddeman■,Reclam(1966),S.240,邦訳 :カント/篠田英雄訳『純粋理性
批判』岩波文庫,239頁)。 ここで, カントは,「あるものがどれくらい大きいか」という問いの答である量につ

























































of Toronto Press(1974),BOOk Ⅲ,ch.xxiv,§5,p.612.
(10 J.S.Mill,Op.cit.p.610,
(11)」.s,Mill,Op.cit Book Ⅱ,ch.?,§2,p257.
l121 J. s. IIIIi■,Op.cit,p.257
(19 J.s Mill,Op cit Book Ⅲ,ch.x?v,§5,p.610。
tO フレーゲはバウマンの本 (Ballmann,DぢヮL力鞄″υοη力班 P,″物TItt'3イαォルttt,ケぢ々,Berlin(1868))に引用 してあ
るライプニッッの言葉を孫引きしているようであるが, ライプニッッのオリジナルの箇所は以下である :
Leibnし,op.dt.L?.Ⅱ,ch.xvi,§5 p.143.(邦訳 :ライプニッソ『人間知性新論』128頁)本文の翻訳は, フレ
ーゲの F基礎』のテキストのドイツ語から筆者が訳した。
15) “Die Anschauung ist eine einzeine VorsteHung (repraesentatio singularis), der Begriff eine allgemeine
(repraesentatio per notas communes)oder reflektierte Vorstellung(repraesentatio discursiva)"rT″η,,ヶ,ιワι【α″偽
Lοgぢん¢づ″】¢″ιbtrじ力 π々うちγサρd",,どθ″, hrsg,Gottlob BellJamin Jasche,A139, Akad―Ausg.Ⅸs,91.
32   円畑博徹 :算術命題の本性に関する諸宏の見解のフレーゲによる批判的考祭
(10  “Vermittelst der SinnLchkeit also werden uns Gegenstande gegeben, und sie a■ein h f rt u s
Anschauungeni"KRV B33,s.80,9貪訂朝よカント)
